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調査研究活動報告

国立歴史民俗博物館総合展示
第 1室（原始・古代）の新構築事業

2013年度活動報告

はじめに

　本稿は，国立歴史民俗博物館総合展示第 1室新構築事業（以下，第 1室リニューアルと略）にお

ける 2013 年度の活動に関する記録である。前稿［渋谷 , 2014］に引き続き本稿においても，第 1室

リニューアルの準備状況や展示リニューアル委員会についての概要を示すことで，現在の展示意図

や構想，展示構成について可能な限り精緻な記録を残すことを目的とする。

　2013 年度は，展示予定資料として，長期借用する資料を含めた実物資料や複製資料，大型模型，

復元画，写真パネルや解説パネルなどを選定・製作するとともに，各テーマの構成や展示資料の配

置といった展示構成の全体設計（館内での基本設計）が作成され，2014 年 3 月に全体設計のプロポー

ザルが行われた。これを受けて，2014 年度初めに実施設計図作成業者が選定され，実施設計の作

成が開始される。本稿では 2013 年度に確定された各テーマの構成内容，いわゆるグランドデザイ

ンに関わる活動とともに，展示予定資料の調査や複製資料・大型模型の製作の概要を報告する。

　なお前稿［渋谷 , 2014］では，「大テーマⅠからⅣの旧石器時代から弥生時代までの展示が 2016

年度に一般公開する予定であり，2017 年度には大テーマⅤ・Ⅵの古墳時代と古代を一般公開する

こととなる」と述べた。その後，2013 年度に館内委員会で詳細な検討を行い，2度の展示リニュー

アル委員会や館内の他の教職員にはかった結果，2018（平成 30）年度に全テーマを一括して開室

することとなった。開室までのスケジュールも変更されたため，これに関しても併せて報告する。

1　第 1室リニューアルの展示構成案と構造平面図案

　第 1室リニューアルの展示構成案は第Ⅰ期展示の課題をふまえており［大学共同利用機関法人人間

文化研究機構国立歴史民俗博物館 , 2004；渋谷 , 2014］，2013 年度も引き続き展示リニューアル委員会

と館内委員会の双方で検討を行った。その結果，下記のとおり展示テーマ構成が確定された（図 1）。

構造平面図案は図 2のとおりである。

Renovation Project of the Permanent Exhibition Gallery One (Prehistoric and Early Japan)
of the National Museum of Japanese History : FY 2013 Activity Report
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図1　新構築後の第1展示室のテーマ構成
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図2　総合展示室第1室リニューアル後の構造平面図案（展示テーマ案・展示予定資料一覧をもとに秋山理奈子氏作図）
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＜リニューアル後の展示構成案＞

Ⅰ　最終氷期に生きた人々

　　Ⅰ‒1　最終氷期の環境

　　Ⅰ‒2　ホモ・サピエンスの拡散と列島最初の人々

　　Ⅰ‒3　狩猟採集民とその遊動生活

　　Ⅰ‒4　最終氷期の土器と環境激変期の人々

Ⅱ　多様な縄文列島

　　Ⅱ‒1　縄文時代とはなにか？

　　Ⅱ‒2　技術開発と資源の利用

　　Ⅱ‒3　縄文時代の人と家族と社会

　　Ⅱ‒4　縄文時代のおそれといのり

　　Ⅱ‒5　ヒトやモノの動きと交流

Ⅲ　弥生文化誕生

　　Ⅲ‒1　東北アジアの文明化と朝鮮半島，日本列島の農耕社会化

　　Ⅲ‒2　農耕社会の成立

　　Ⅲ‒3　東と西のマツリ

　　Ⅲ‒4　4 つの文化へ

Ⅳ　倭の登場

　　Ⅳ‒1　東夷世界へのまなざし

　　Ⅳ‒2　中国王朝の世界

　　Ⅳ‒3　朝鮮半島の世界

　　Ⅳ‒4　南北市糴の世界

　　Ⅳ‒5　九州北部の世界

　　Ⅳ‒6　九州以東の世界

　　Ⅳ‒7　纏向遺跡の成立

Ⅴ　倭の前方後円墳と東アジア

　　Ⅴ‒1　前方後円墳と倭王権

　　Ⅴ‒2　地域社会の景観

　　Ⅴ‒3　倭の境界と周縁

　　Ⅴ‒4　境界を越えて―アジアという世界―

Ⅵ　古代国家と列島社会

　　Ⅵ‒1　列島社会の自然環境

　　Ⅵ‒2　倭国から日本へ

　　Ⅵ‒3　律令支配と列島社会

　　Ⅵ‒4　中世の胎動

副室 1　沖ノ島・特集展示

副室 2　正倉院文書
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2　2013 年度の活動概要

　2013 年度は館内での基本設計の作成が中心となり，展示テーマ案，展示予定資料，展示配置図

案の検討が行われた。特に展示資料に関しては，実物資料の長期借用にかかわる各研究機関との調

整が行われ，同時に複製資料や大型模型の製作が本格的に実施された。展示テーマ案，展示予定

資料，展示配置図案などのグランドデザインは館内委員会で詳細な検討を行った後，2度の展示リ

ニューアル委員会にはかり，館外委員の意見を得た。それをもとに基本設計が確定され，2014 年 3

月 7 日に全体設計のプロポーザル「国立歴史民俗博物館総合展示第 1室新構築展示設計業務に係る

企画競争説明会」が行われた。

　基本設計を作成する諸活動と同時に，2013 年度は展示工事費や展示設計費などの各種予算の検

討も行われた。これらの検討の結果，第 1室の開室予定時期を 2018（平成 30）年度に延長するこ

とが決定した。開室予定時期の延長を受けて，展示室を分割して開くのではなく全テーマを一括し

て開室することも検討され，館内委員会および展示リニューアル委員会ではかった後，館内全体の

同意を得て確定された。

【第 1室リニューアル委員会】

　全体会議（国立歴史民俗博物館で開催）

　・2013 年 8 月 3 日・4日

　　議事：1室全体の演示法，展示テーマ案，展示予定資料一覧，展示資料配置図の検討

　・2013 年 12 月 14 日・15 日

　　議事：展示テーマ案，展示予定資料一覧，展示資料配置図の検討

　館内委員会

　・2013 年 4 月 22 日，5 月 27 日，6 月 24 日，7 月 22 日，8 月 26 日，9 月 30 日，10 月 28 日，11

月 11 日，12 月 6 日・27 日，2014 年 1 月 24 日，2月 24 日，3月 24 日

　　議事：各テーマの基本設計，予算の進捗状況，今後の実施計画についての検討

【総合展示リニューアル運営会議】

　第 1回　2013 年 6 月 14 日

　・第 1室新構築事業の工程の説明と今後の予定について報告

　第 2回　2013 年 9 月 13 日

　・第 1回リニューアル委員会の報告，第 1室リニューアルの基本設計案の作成状況の報告

　第 3回　2014 年 1 月 20 日

　・第 2回リニューアル委員会の報告，第 1室リニューアルの基本設計案の検討

【拡大総合展示リニューアル運営会議】

　2013 年 9 月 27 日

　・第 1室リニューアルの基本設計案に対する館内での検討

【平成 25 年度第 2回総合展示検討会議】

　2013 年 10 月 21 日

　・第 1室の現状説明，第 1室リニューアルの基本設計案について検討
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【総合展示第 1室新構築展示設計業務に係る企画競争説明会】

　2014 年 3 月 7 日

　・実施設計図作成業者を選定するための基本設計の説明

3　資料製作活動の概要

1）　複製資料と大型模型の製作目的

　2013 年度初頭から第 1室リニューアルで扱う複製資料の製作，大型模型の製作や改修が開始さ

れた（図 3）。製作・改修する資料・模型の種類や点数，特に複製資料については復元複製を行う

か現状複製を行うかという製作方針は，テーマによってそれぞれ異なる。今回の第 1室リニューア

ルでは可能な限り実物資料の借用を試みて，各研究機関との調整を行ってきた。ただし，重要文化

財や指定文化財などに該当する資料，所蔵機関で常設展示されている，あるいは展示予定であると

いった理由から長期間の借用が困難な資料については，複製資料の製作を随時進めてきた。

　ここでは 2013 年度に製作された資料のうち，大テーマⅢの展示予定資料である福岡市雑餉隈遺

跡の弥生時代早期の木棺墓（SR003，SR015）から出土した副葬品の複製資料を例として取り上げ，

これらがどのような調査を経たうえで製作されたのかを報告する。

2）　福岡市雑餉隈遺跡の複製資料

製作資料の概要

　雑餉隈遺跡の資料で複製資料を製作したものは，SR003 木棺墓から出土した夜臼式壺 1点，有柄

式磨製石剣 1点，有茎式磨製石鏃 3点，ならびに SR015 木棺墓から出土した夜臼式壺 1点，有柄

式磨製石剣 1点，有茎式磨製石鏃 5点である［福岡市教育委員会 , 2005］。これらの資料のうち，石

剣と石鏃の材質は粘板岩をはじめとする堆積岩である。特に，SR015 出土の磨製石剣は層灰岩と称

される岩石を素材とし，黄褐色と緑灰色が繰り返す互層状の縞模様を呈している（図 4：1）。本資

料は保存処理が施されているものの，岩石の性質上風化がすでに著しく進行していた。資料が製作・

使用されていた弥生時代当時の状態を可能な限り再現する目的から，現在採取することが可能な岩

石を色見本として用いることによって，複製資料の彩色を行うこととなった。そこで，筆者の 1人

である大塚が色見本としての岩石を採取する石材調査を北九州市域で実施した。

石材調査

　層灰岩は岩石学的には「火山砕屑物と堆積性砕屑物との混合物が固結した岩石で，特に火山灰と

細粒砕屑物の混合した場合を指す」という［鈴木 , 2005］。層理が発達しており，風化していない新

鮮な面は灰黄褐色と黒灰色の互層状を呈する。石材の産地は，北九州市域の脇野亜層群（図 5）や

対馬の対州層群下部層ホルンフェルス帯，韓半島東南部の洛東層群が候補地として挙げられる［森 , 

2013］。

　色見本を採取するための石材調査は，北九州市芸術文化振興財団埋蔵文化財調査室の梅﨑惠司氏

のご協力のもと，北九州市域の脇野亜層群を対象として実施し，石材の採取は紫川の中流域と黒川

の上流域の 2箇所で行った（図 5）。紫川の中流域は石材産出地から離れており，採取された礫の

形状は水磨が進んだ亜円礫で，人頭大から拳大の大きさである。石材産出地にあたる黒川の上流部
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では，亜角礫が採取でき，1mを超す非常に大形のものも見つかった。岩石の色調はおおよそ灰黄

褐色と黒灰色の互層状をなして共通している。しかし，複製資料を製作した磨製石剣に見られるよ

うな均質の縞模様は自然礫の中では非常に少なかった。これは，岩石の生成時において安定した堆

積状況であったことを示すものである。石器製作の折にその色調まで考慮していたことをうかがわ

せており，製作者による素材の選択性の高さが判明した。

石材標本の作製と複製資料の製作

　複製資料製作時の裏付け資料となる岩石標本（図 4：2）は，採取した岩石を金属製ハンマーで

適当な大きさに分割した後，岩石カッターで成形し，最後に研磨を施して作製した。複製資料の製

作工程については，①実物資料に箔をはった後，シリコーンと石膏で型を作成，②型に樹脂を流し

原型を製作，③原型の細部に微調整を加え，最後に石材標本にもとづき彩色を行う（図 4：4）。

　雑餉隈遺跡 SR015 出土の磨製石剣の場合は，資料調査による資料自体の特徴の確認，石材調査・

石材標本の作製による裏付け情報の収集，複製資料の製作という工程をとった（図 4：4）。結果と

して，雑餉隈遺跡の複製資料の場合は実物資料との色調の違いが顕著に見られた（図 4：1，3）。

そこで大テーマⅢの展示においては，展示資料の実証性，ならびに資料製作に関わる研究活動や博

物館展示の製作過程を示すため，成果物としての複製資料とともに石材標本を展示することとなっ

た。

　先述したように，層灰岩の石材採取地については対馬の対州層群下部層ホルンフェルス帯や韓半

島東南部の洛東層群も候補地とされており［森，2013］，学界でも見解は一致していない。そのため，

第 1室リニューアルにおいて脇野亜層群採取礫を参考にした複製資料は，博物館展示から研究への

図5　東北部九州における石材分布と石材調査地（森 2013 をもとに作成）

200m
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問題提起的な側面をもっている。当該資料を通じて新たな調査研究を促進し，さらにそれらの成果

を展示へ反映させることで，博物館型研究統合の 1つ「発信と受信の展示」の実践として位置付け

られるだろう。

4　第 1室リニューアル展示プロジェクト委員

　第 1室展示プロジェクト委員は下記のとおりである。所属・役職については 2013 年 4 月時点の

ものである。

＜館内＞

　藤尾慎一郎　国立歴史民俗博物館　研究部　教授（代表）

　林部　均　　国立歴史民俗博物館　研究部　教授（副代表）

　上野　祥史　国立歴史民俗博物館　研究部　准教授

　小倉　慈司　国立歴史民俗博物館　研究部　准教授

　工藤雄一郎　国立歴史民俗博物館　研究部　准教授

　鈴木　卓治　国立歴史民俗博物館　研究部　准教授

　高田　貫太　国立歴史民俗博物館　研究部　准教授

　西谷　大　　国立歴史民俗博物館　研究部　教授

　仁藤　敦史　国立歴史民俗博物館　研究部　教授

　松木　武彦　岡山大学大学院社会文化科学研究科　教授（2014 年 4 月～ 国立歴史民俗博物館研

究部教授）

　三上　喜孝　山形大学人文学部　准教授（2014 年 4 月～ 国立歴史民俗博物館研究部准教授）

　村木　二郎　国立歴史民俗博物館　研究部　准教授

　山田　康弘　国立歴史民俗博物館　研究部　准教授

　渋谷　綾子　国立歴史民俗博物館　研究部　特任助教

　大塚　宜明　国立歴史民俗博物館　研究部　機関研究員（2013 年 6 月～ 2014 年 3 月）

＜館外＞

　小畑　弘己　熊本大学文学部　教授

　亀田　修一　岡山理科大学総合情報学部　教授

　川尻　秋生　早稲田大学文学学術院　教授

　設楽　博己　東京大学文学部・大学院人文社会系研究科　教授

　瀬口　眞司　公益財団法人滋賀県文化財保護協会　企画調査課　副主幹

　谷口　康浩　國學院大學大学院文学研究科　教授

　堤　　隆　　浅間縄文ミュージアム　主任学芸員

　菱田　哲郎　京都府立大学文学部　教授

　森　　公章　東洋大学文学部　教授

　吉田　広　　愛媛大学ミュージアム　准教授

　若狭　徹　　高崎市教育委員会文化財保護課　係長

　若林　邦彦　同志社大学歴史資料館　准教授
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5　おわりに

　2013 年度は，具体的な展示予定資料，特に複製資料や大型模型，復元画の製作が本格的に実施

され，各テーマの構成，展示資料やケースの配置といった基本設計が作成された。その基本設計に

もとづいたプロポーザルを受けて，2014 年度初めに実施設計図作成業者が確定する。

　2014 年度は展示予定資料の選定作業が続くとともに，実施設計図の作成や展示工事に向けた作

業が中心となる。基本設計はいわば 2次元的な展示プランにとどまっているが，実施設計図作成業

者が加わることによって立体的でより具体的な展示プランへ統合されていくのが 2014 年度以降の

活動である。本稿と同じく引き続き，第 1室リニューアルの活動を随時報告していくつもりである。
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改修前の柵

図3　資料調査，複製資料や大型模型の製作・改修，納品検査の様子

[国立歴史民俗博物館総合展示第1室（原始・古代）の新構築事業]……渋谷綾子・大塚宜明
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図4　実資料（1）・石材標本（2）・複製品（3）の拡大写真と複製資料の製作工程（4）
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